
学年 教科名 科⽬名 単位数 対象コース 

3 理科 ⽣物 4 SS 理系 

教科書・副教材 ⽣物（数研出版）、セミナー⽣物（第⼀学習社）、ニューステージ⽣物図表（浜島書店） 
 

科⽬の⽬標 
⾼度な⽣命現象の本質を「なぜそうなるのか」という論理的メカニズムから考察・解明する姿勢を養い、共通テストおよび国
公⽴⼤学⼆次試験を突破するための強固な思考⼒と科学的分析⼒を構築する。⼀⼈ひとりの学習態度を基盤に、対話やアウト
プットを通じた知の深化を図ることで、未知の実験設定や複雑なデータに対しても、⽣物学的な原理・原則に基づき多⾓的に
推論・記述できる探究的な実践⼒を習得することを⽬指す。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
⾃然の事物・現象について、基本的
な概念や原理・法則を理解し、知識
を⾝に付けている。基本的な実験・
観察の操作について理解し、場合に
応じて適切な実験を選び、実施する
ことができる。 

⾃然の事物・現象に対して科学的な
⾒⽅、考え⽅でとらえ、問題を⾒い
だし、探究する過程を通して、事象
を科学的に考察し、導き出した考え
を的確に表現している。 

⾃然の事物・現象に関⼼や探究⼼を
もち、意欲的にそれらを探究しよう
とするとともに、科学的態度を⾝に
付けている 

評価の⽅法 
パフォーマンス課題、⼩テスト、リ
フレクション、実験レポート、定期
考査、単元テスト 

パフォーマンス課題、グループ課
題、リフレクション、実験レポート、
定期考査、単元テスト 

パフォーマンス課題、グループ課
題、リフレクション、実験レポート 

 
年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価⽅法 

１
 

学
 

期 

発⽣の過程 4 ・定期考査 

・⼩テスト 

・演習ﾌﾟﾘﾝﾄ 

・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 

・ﾘﾌﾚｸｼｮﾝなど 

器官形成と分化 5 

発⽣と再⽣医療・がん 5 

遺伝⼦発現の調節と発⽣ 6 

神経系と興奮の伝導 5 

興奮の伝達と情報処理 6 

感覚器官と効果器 5 

２
 

学
 

期 

体内環境の維持（恒常性） 7 

ホルモンと免疫 7 

植物の環境応答 6 

個体群と⽣物群集 7 

⽣態系とその成り⽴ち 7 

⽣態系の多様性と変動 7 

⽣物多様性の保全と⼈間⽣活 7 

  

３
 

学
 

期 

  

  

  

  

  

  

  

 


